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〈
会
員
著
書
紹
介
》

鶴
久
著『

萬
葉
集
訓
法

の
研
究
』

「
万
葉
集

の
研
究
は
訓
古
注
釈

に
始
ま
り
訓
古
注
釈

に
終

る
と
言

っ
て
も
過

言

で
は
あ
る
ま

い
」
(本
書
28
頁
)
と

い
う
著
者
は
、
書
籍

の
か
た
ち

で
は

『萬

葉
集
』

(森
山
隆
氏
と
共
編
)
『
訳
文
萬
葉
集
』

と

い
う
二
著

で
み
ず
か
ら
の
訓

読
文
を
公

に
し

て
い
る
。
今

回
上

梓
さ
れ
た
本
書

で
は
、

そ
う
し
た
訳
文

に
到

達
す
る
過
程

の

一
部
を
ま
と
め

て
う
か
が
い
し
る

こ
と
が
で
き
る
。

全

体
は
三

つ
の
章

か
ら
な
る
。
ま
ず
第

一
章

「
序
論
」
で
は
、
「
1
.
語
法

・

構
文
法

か
ら

の
解

読
」

「
2
.

形
容

詞
カ
リ
活

用
か
ら
の
解
読
」

「
3
.
義
訓

に

よ
る
解
読
」
「
4
.
対
句

に
よ
る
解
読
」
「
5
.
補

読
に
よ
る
解
読
」
「
6
.
漢
文

の
助
辞

用
法

に
よ
る
解
読
」

の
六
項
目

に
わ
た

っ
て
、
著
者

の
よ
り
ど

こ
ろ
と

す
る
方
法

が
実
例

と
と
も
に
簡
潔

に
し
め
さ
れ

る
。

そ
れ
を

う
け
た
第

二
章

「本
論
「
文
字

用
法

に
基

い
た
訓
法

の
研
究
「
」

で

は
、
「
第

一
節

正
訓
文
字

の
訓
法

第
二
節

借
訓
仮
名

の
訓
法

(
一
、
古
代

日
本

語

に
お
け

る
母
音
脱
落

と
借

訓
仮
名
/
二
、
借

訓
仮
名

に
よ

る
清

濁
表

記
)
第

三
節

義
訓

の
訓
法

第

四
節

漢
文

の
助
字

に
お
け

る
訓
法

(
一
、

者
字

に

つ
い
て
/

二
、
之
字

に

つ
い
て
/

三
、
哉
字

・
也
字

に

つ
い
て
/
四
、

而
字

に

つ
い
て
)
第
五
節

対
句

に
お
け
る
訓
法

第
六
節

補
読

に
お
け
る

訓
法
」
と

い
う
構
成

の
も
と

に
、
お
お
く

の
解
読
例
が
詳
細

に
の
べ
ら
れ

て
い

る
。

そ
し

て
、

い
ず
れ

の
場
合

に
お

い
て
も

〈
先
行
す
る
注
釈
書
や
古
写
本

の

訓
を
、
集
中

の
類
歌
や
類
似
句
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
疑
念

の
存
す
る
も

の
に

つ

い
て
そ
の
当
否
を
検
討
す
る
。
傍
証
と
す
る
例
は

で
き
る
か
ぎ
り
萬
葉
集

に
求

め
、
そ
の
際

に
は
巻

ご
と
の
文
字
使

い
の
特
性

に
も
配
慮
す
る
〉
と

い

っ
た
非

常

に
オ
ー

ソ
ド

ッ
ク

ス
な
立
場
が
貫
か
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
点

に
お

い
て
、

本
書

の
記
述

は

〈萬
葉
集
を

い
か

に
よ
む

べ
き
か
〉

に

つ
い
て
の
格
好

の
テ
キ

ス
ト
と
な

っ
て
い
る
と
も
言
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

、

最
後

の
第

三
章

「
あ
と
が
き
　

結
び

に
代

へ
て
　
」

に
よ
れ
ば
本
書
出
版

の

計
画

は
二
十
年
あ
ま

り
前
か
ら
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
が
今

日
ま

で
延

ば

さ
れ
た
の
は
、
場
当
た
り
的
な
思

い

つ
き
を
安
易

に
発
表
す
る

こ
と
を
戒

め
て

き

た
著
者
な
ら

で
は
の
慎
重
さ

の
結
果

で
あ
ろ
う
。

列
挙
さ
れ
た
既
発
表

の
関

係
論
文
も

一
九
五

四
年
か
ら

一
九
九
四
年
に
わ
た
る
41
本

に
の
ぼ
る
。
著
者

み

ず
か
ら

は
こ
れ
を

「
牛
歩

の
跡
」
と
よ
ぶ
が
、
牛
歩

な
れ
ど
も
後
世

ま
で
消

え

る
こ
と
な
き
跡

で
あ
る
。

(
一
九
九
五
年

一
○
月

お
う
ふ
う

A
5
判

六

一
九
頁

三
八
○
○
○

円
)

目
加
田
さ
く
を
著

『私
家
集
論
』
二

『
私
家
集
論
』

一

(平
成

三
年
九
月
)
の
続
刊

で
あ
る
。
目
次
は
次

の
通
り
。

①

親

王

・
内
親
王

・
賜
姓
御
子
ー

一
世

皇
孫
ー

二
世

皇
曽
孫
ー

三
世

皇
玄
孫
-

四
世

A
恋
愛
歌
人
=
所
謂
色
好

の
系
譜

一

原

「
業
平
集
」
=

「
ま
ど

ひ
」

の
生

二

原

「
平
貞
文
集
」
=

「
す
さ
び
」

の
生

三

元
良
親
王
集

「
色
好
」

の
生

B
宗
教

に
か
か
わ
る
歌
人
=

一
世
、
二
世

一57「



一

大
斎
院
選
子

二

守
覚
法
親
王
・
萱
斎
院
式
子
内
親
王

三

遍
昭
=
そ
の
悲
壮
と
軽
妙
洒
脱

四

斎
宮
女
御
徽
子

C
風
雅

・
風
流
の
皇
系
歌
人

-
河
原
左
大
臣
源
融

Ⅱ
西
宮
左
大
臣
源
高
明

①

宮
廷
歌
人
…
…
皇
系
廷
臣
=
二
世
、
三
世
、
四
世

一
d
源
公
忠
集

(二
世

光
孝
皇
孫
)

口
d
源
宗
干
集

(二
世

光
孝
皇
孫
)

日
d
源
信
明
集
と
中
務
集

(三
世
、
公
忠
男
、
光
孝
曽
孫
と
二
世
敦
慶
親
王

女
)

四
⑥
源
重
之
集

(清
和
帝
曽
孫

・
三
世
)

五
⑧
源
順
集

(四
世
)

六
⑥
在
原
元
方
集

(四
世

平
城
帝
ー
阿
呆
親
王
=
在
原
業
平
「
棟
梁
i
元

方
)

㈹
⑥
大
江
千
里

(平
城
系
四
世
)

後
記

前
作
に
引
き
続
き
、
皇
統
を
軸
と
し
て
、
平
安
朝
の
歌
人
た
ち
を
系
統
的
に
見

通
す
目
は
、
鋭
く
、
か
つ
、
歌
人
ひ
と
り
ひ
と
り
に
あ
た
た
か
い
。
本
書
は
、

と
も
す
れ
ば
個
別
の
歌
人
、
家
集
論
に
終
始
し
が
ち
な
昨
今
の
私
家
集
研
究

に
、
新
た
な
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(平
成
七
年
十
月

笠
間
書
院

A
5
判

四
三
一
頁

一
五
○
○
○
円
)

中
村
幸
彦

・
井
上
敏
幸
編

(広
瀬
貞
雄
監
修
)

『
広
瀬
先
賢
文
庫
目
録
』

大
分
県

日
田
市
豆
田
は
江
戸

の
雰
囲
気
を
伝
え
る
町
並

み
と
し
て
現
在
観
光

名
所
と
な

っ
て
お
り
、
中

で
も
魚
町
通
り

の
広
瀬
資
料
館

は
そ
の
中
心
と
も

い

え
る
存
在

で
あ

る
。
展
示
室

に
は
広
瀬
家

の
家
業

で
あ

っ
た
掛
屋
時
代

の
文
物

が
陳
列

さ
れ

て
観
光
客

の
目
を
楽
し
ま
せ
る
が
、

同
敷
地
内

に
広
瀬
先
賢
文
庫

が
あ

り
、

そ
こ
に
豊
後

日
田

の
文
名
を
全
国

に
知

ら
し
め
た
広
瀬
家
代

々
の
学

問
と
詩
情

が
眠

っ
て
い
る
事

は
、

一
般

に
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
近
世

後
期

の
漢
詩
人

・
儒
学
者
広
瀬
淡
窓

(桃
秋
長
男
)
は
、
私
塾
威
宜

園
を
創
設

し
た
人

と
し
て
も
有
名

で
あ

る
が
、
先
賢
文
庫

に
は

こ
の
淡
窓

を
含

め
た
広
瀬

八
賢
、

月
化

(宗
家
第
四
世
)

・
桃
秋

(宗
家
第
五
世
)

・
秋
子

(桃
秋

長

女
)

・
九
兵
衛

(宗
家
第
六
世
、
桃
秋
次
男
)

・
旭
荘

(桃
秋
五
男
)

・
青
邨

(本
姓
矢
野
氏
、
淡
窓
養
子
)

・
林
外

(旭
荘
長
男
、
淡
窓
養

子
)
ら
八
人

を

中
心
と
し
た
自
筆

の
日
記

・
原
稿
類
、
名
家
よ
り

の
来
信
、
蔵
書
等
が
移

し
く

保
存

せ
ら
れ

て
い
る
。

文
庫

創
設

の
昭
和

四
十

四
年

以
来
、

そ
の
貴
重
な
資
料
群

の
全
貌
を
明
ら
か

に
す

る
目
録

の
整

備
が
待

た
れ
た
が
、

こ

こ
に
待
望

の
本
書
発

刊
が
実
現

し

た
。
構
成

は
ー

「広
瀬
家
蔵
書
目
録
」
、
Ⅱ

「威

宜
園
蔵
書
目
録
」
、
「
書
名
索
引
」

と

に
大
別
さ
れ
、

I
は
さ
ら
に

「家
宝
書
」
と

「
一
般
書
」

に
分
類
し

て
載
録

さ
れ

て
い
る
。
そ

の
内
容

を
ご
く
簡
単

に
紹
介

し
よ
う
。

「
家
宝
書
」
は
広
瀬
家
代

々
の
日
記

。
自
筆
原
稿
類
、
著
作
物
が
中
心

で
、

遺
愛
本
も
多

い
。
例
え
ば
著
名

な
淡
窓

の

『遠
思
楼
詩
集
』
、
旭
荘

の

『
梅
徽
詩

抄
』
等
も
草
稿
か
ら
刊
行

に
至
る
ま

で
の
推
敲
過
程
を
辿

る
こ
と
が

で
き
、
今

後

の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。
コ

般
書
」
は
広
瀬
家

代
々
の
蔵
書

で
、
漢
籍
類

は

一
58

「



さ
る

こ
と
な
が
ら
、
歌

・
俳
書
類

か
ら
読
本
類

ま

で
様

々
な
分
野

の
書
物
が
偏

り
な
く
散

見

で
き
る
。
広
瀬
家
代

々
の
学

の
広

さ
と
厚

さ
を
知

る
に
十
分

で
あ

ろ
う
。

「威

宜
園
蔵
書
」

は
塾

の
蔵
書

ゆ
え
儒
学
書

・
詩
学
書
が
中
心

で
あ

る

が
、

明
清
時

代

の
漢
籍
、

い
わ
ゆ
る
唐
本

も
相
当
数
見
受

け
ら
れ

る
。

先

賢
文
庫

は
そ
の
創

設
当
初

よ
り
、

「淡
窓

・
八
賢

の
業
績

を

一
層
研
究
し

た
い
特
殊
熱
心
家
、
及
び
学
者

・
文
人
等

々
」
(
『文
庫
閲
覧
者
心
得
』
)

へ
向
け

て
門
戸
を
開

い
て
い
る
。
今

こ
こ
に
目
録

が
完
成
し
、
広
瀬
家
学

の
研
究
も
新

た
な
局
面
を
迎

え
た
と

い
え
よ
う
。

(
一
九
九
五
年

一
二
月

広
瀬
先
賢
文
庫

・
思
文
閣
出
版

A

5
判

二

一

七
頁

七
、
二

一
〇
円
)

中
野
三
敏
著

『書
誌
学
談
議

江
戸

の
板
本
」

本
書

は

『
新

日
本
古
典
文
学
大
系
』
付
録
月
報

に
平
成
元
年

一
月

よ
り
同
五

年
三
月

に
か
け

て
三
十
七
回
連
載
し
た

「
板
本
書
誌
学
談
議
」
を
も
と
に
、
若

干

の
加
筆
訂
正
を
施
し

一
書
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

本
書

の
構
成
を
見

て
み
る
と
、
序

に
あ
た
る

「
板
本

書
誌
学

の
す
す
め
」

に

始
ま
り
、
以
下
第

一
章

「
板
本
と

い
う
も

の
の
性
質
」

第
二
章

「板
式
」
第

三

章

「書
型
」
第
四
章

「
装
訂
」
第

五
章

「
分
類
」
第
六
章

「板
本

の
構
成
要
素
」

第
七
章

「
板
本

の
版
面
」
第
八
章

「
本
文

の
構
成
要
素

」
第
九
章

「
刊

・
印

・

修
」
付
論

「
板
株

・
求
板
」
と
続
き
、
更

に
巻
末

に
鈴
木

俊
幸
氏

に
よ
る

「板

本
書
誌
学
関
係
文
献
目
録

」
と
索
引
を
附
し
た
も

の
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し

た
構
成
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
本

書

で
は
江
戸
時

代

の
整
版
本

に
関
す

る
あ
ら

ゆ
る
事

柄
を
網

羅
し

て
取

り
扱

っ
て
お
り
、

ま
た
各
項

の
末
尾

に
文
中

に
出

て

く

る
書
誌
学
用
語

に

つ
い
て
必
要

に
応

じ
て

「
用
語

メ
モ
」
を
附
す
と

い

っ
た

細
か

い
点
か

ら
も
、
本

書

が
ま
ず
何

よ
り
も
実
際

に
江
戸

の
板

本

に
接

す

る

人

々
に
益
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は

一
目
瞭
然

で
あ

る
。
著
者
自
ら

「
あ
と
が

き
」
の
中

で
、
本
書

は
文
芸

研
究

の
補
助
技
術
と

し
て
の
、
.言
わ
ば

「
書
誌
術
」

と
も
言
う

べ
き
も
の
を
取

り
扱

っ
て
い
る
と
述

べ
て
あ

る
が
、
文
芸
作
品
が

ほ

と
ん
ど

の
場
合
書
物

と
い
う
形
態
を
と

っ
て
存
在
す

る
以
上
、
書
物
自
体
か
ら

可
能

な
限
り
情
報

を
読

み
取

る
こ
の

「
書
誌
術
」
は
単

に
補
助
的

で
あ
る
と
言

う
よ
り
も
む
し
ろ
文
芸
研
究

に
於
け

る
基
礎
的
技
術
と
も
言
う

べ
き
も

の
で
あ

り
、
本
書

は
そ
の
技
術
を
身

に

つ
け

る
た
め

に
好
適

の

一
書

で
あ
る
。

し
か
し
、
本
書

の
有
す

る
価
値

は
そ
う
し
た
実
用
的
側
面

に
の
み
限
ら
れ

て

い
る
の
で
は
な
い
。

そ
も

そ
も
本
書

の
根
幹

に
は
著
書

の

「
作
品
が
書

か
れ
、

発
表

さ
れ
た
そ
の
時
点

に
立
戻

っ
て
、
そ

の
意
味
を
考
え
る
」
、
そ
し

て
そ
の
た

め
に

「物
と

し
て
そ
の
時
代
を
示
し

て
く
れ
」
「
そ
れ
を
手

に
と
る
事

は
ま
さ
に

そ
の
時
代
を
手

に
と

る
事
」

に
な
る
原
本
を
重
ん
じ
る
と
い
う
、
研
究
者

と
し

て
ご
く
当

り
前

の
、
し
か
し
と
も
す
れ
ば
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
姿
勢

が
あ
る
。
本

書

が
単
な

る
事

項

の
説

明

の
み
に
終

ら
ず
、
例

え
ば

コ
ピ

ー
や
本

の
分
類

と

い

っ
た
問
題

に
関
す
る
現
状

に
疑
問
を
投
げ
か
け

て
い
る
の
も
、

そ
う
し

た
著

者

の
姿
勢
か
ら
必
然
的

に
生
じ
た
も

の
で
あ
り
、
文
芸
研
究

に
携

わ
る
者
全

て

が
今
後
真
剣

に
取
り
組
ん

で
ゆ
く

べ
き
問
題

を
提

示
し

て
い
る
と
言

え
よ
う
。

基
礎
技
術
を
身

に

つ
け
る

一
方

で
、

研
究
者

と
し
て
の
姿
勢
を
正
す
、
ま

さ

に
座
右

の
書
と
す

べ
き

一
書

で
あ
る
。

(平
成
七
年
十
二
月

岩
波
書
店

B
6
判

三
五
○
頁

三
、
○
○
○
円
)
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